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ガバナーメッセージ

　ＲＩは全世界のロータリアンに対して文字の読み書き
の不能な人 を々、この世界からなくすよう積極的に手を
差し伸べ、その為の計画を立て実践してきました。そ
して、この問題についてあらゆる国のロータリアンが関
心を持つようにと、この月を特別に識字率向上月間に
指定しました。
　現在の日本では教育制度が大変発達しているので識
字の出来ない人は皆無に近い状態です。ですから識字
率についての関心の低さはいなめません。しかし世界
を見渡してみると、そのような教育の恩恵を受ける事
の出来ない人々が多数います。文字を識別するという
事は単なる作業ではありません。それは無数の夢、可
能性を秘めた行為でもあります。
　文字の表現には２種類、表意文字と表音文字とあり
ますが、いずれも単語あるいはワードを見る事によって
特定の具体的な、あるいは抽象的な事象までも想像を
させます。この想像こそが文明の進化を促し、あらゆ

ＲＩは1967年に新しいプログラムとして18才～30才まで
の若い世代で構成される「ローターアクトクラブ」を
奉仕活動の中に組み入れました。以来、この組織は
全世界に拡がり現在では会員数約20万人、クラブ数
8,500という大きな組織となり、現在インターアクトと並
んで青少年対応プログラムとして大変活発な運動を展
開しています。又、この組織の中でロータリーの精神
を学んだ若者が活動的なロータリアンとして本体組織

識字率向上月間によせて
� 国際ロータリー第2690地区ガバナー　

� 森�田�昭一郎

ローターアクト週間によせて

るものを創造し、人間としての世界を形成して行く根本
となります。そして自身が属する固有の民族の記憶を
次の世代へ伝えていく最重要なツールとなりうるのです。
　人間は本能的に「我々はどこから来たのか」とい
う疑問を常に探っています。それが理解できなければ
「我々はなにものか」という自分自身への問いの答え
を見つける事が出来ないからです。この人間としての
基本的な命題を解決する為には識字という知識は私達
にとって欠かせないものになります。
　ＲＩはこの世界に住むすべての人達が自分自身を理解
し、行くべき道を行き、持つべき夢を持つ、そのこと
が相互の真の理解に至る道だと、平和そのものを実現
する唯一の方法だと考えているのです。本年度の田中
作次会長の平和への想いを考えると、この識字率向上
の運動は一見地味ではありますが、大変重要な意味を
持つように思えます。

へ参加し始めているのは大変心強い次第です。
　私達が信じ、そしてその信念のもとに築いた運動を
次世代へ渡していく大切な受け皿として、このローター
アクト運動の活性化は重要な運動テーマであり、その
養成・支援は私達に課せられた義務であるといえます。
そのような認識を持ち、相互理解のもと良い形をつくっ
ていければ、これにまさるものはないといえるのではな
いでしょうか。



3Governor's Monthly Letter 2013.3.1　

国際協議会に参加して
� 国際ロータリー第2690地区ガバナー・エレクト　森�本�信�一

　1月14日～19日の6日間アメリカサンディエゴで行わ
れた国際協議会（International Assembly)に出席、
既定のスケジュールをこなし、ガバナー・エレクトとして
の責務を果たすことができました。パストガバナーの皆
様方を初め2690地区内各位のご支援を心から感謝い
たします。
　世界中のガバナー・エレクトとその配偶者、関係役
員１,２００名が一堂に集まり、連日午前8時30分から午
後5時30分まで、全体会議、テーマ別の小グループに
よるセッションが休む間もなく続きました。全体会議は
同時通訳、個別セッションは日本人研修リーダーと日本
人グループのみで行われ、言葉の不自由さは感じませ
んでしたが、国際会議という緊張感にはやや欠けるき
らいがありました。セッション別のテーマは、会員増強、
新世代、ソーシアルメディアによるコミュニケーション、
ロータリーファミリー、危機管理、公共イメージ向上、
地区資金管理、地区ガバナーの心得、スピーチの手
法等多岐にわたり、他のガバナー・エレクトのご意見を
数多く拝聴でき、大変有意義でした。併行して配偶者
プログラムが実施され、女性陣もしっかり勉強しておら
れました。
　夜は、国際親善舞踏会（女性陣は華やかな着物姿）、
お国自慢をご披露する国際祭り（日本人グループは東
京音頭を披露）、お別れ晩餐会などでにぎやかな時間
が持たれ、異文化との交流もしっかりできました。
　いくつかの項目について2013-2014年度の特記事
項を下記に記述します。
１） ＲＩテーマ：「ロータリーを実践し、みんなに豊かな

人生を」です。オリジナルは「Engage Rotary, 
Change Lives」意訳されていますが、日本語の
テーマは分り易く、次年度に向け、テーマの解釈に
ついて地区共通認識を持ちたいと思います。

２） ２０１３年度のキーワード
　①戦略計画（Strategic Plan）
　 　ロータリーをより良くするためにどうしたらよいかと

の発想から検討され、2013年1月に中間報告が発
表されました。この中には3つの優先項目があります。

　・クラブサポートの強化。
　・人道的奉仕の重点化と増加。
　・ 公共イメージの認知度向上。（ロータリーの「ブラ

ンド」確立）
　②中核となる価値観（Core Value）
　 　戦略計画の中に盛り込まれているロータリーの有

する5つの価値観です。　
　・ 奉仕（Service）・親睦（Friendship)・多様性

（Diversity） ・高潔性（Integrity）
　・リーダーシップ (Leadership)
　 　特に「高潔性」はロータリーの真髄を表わす価値

観です。
　③地域別会員増強計画（SAKUJI 作戦の継続）
　 　日本（ゾーン1,2,3）では2013年度100,000人

（5.05％増）に挑戦します。
　④未来の夢計画（Future Vision）
　 　2013年度は本格導入の初年度です。パイロット

地区であった当地区は模範地区です。
　気を抜かずに頑張りましょう。
　今後ＰＥＴＳ、地区協、公式訪問等で詳しくご説明し
たいと思いますが、取り合えず、国際協議会出席の報
告とさせていただきます。

華やかな民族衣装をまとった
国際祭りの風景

ロン・バートン　ＲＩ会長エレクトの
基調講演

ロータリーの戦略計画の図式
（上半分は3つの優先項目、下半分は中核となる価値観）
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地区米山記念奨学会�委員長　�原　�武�治
　２０１３学年度米山記念奨学生の選考会が、１月１３日
（日）午前１０時から倉敷国際ホテルにおいて開催さ
れました。２０１３学年度の申請者は２８名で、内訳として、
国籍別では中国２２名、韓国２名、バングラデシュ２名、
ベトナム１名、インドネシア１名で、男女別では男子１５名、
女子１３名でした。面接では申請者の人間性・社会性・
異文化の理解・ＲＣへの理解度・コミュニケーション能
力等を審査しました。
　当日は選考委員として、森田昭一郎ガバナー、葛尾
信弘理事、井上峰一地区代表幹事、脇利幸次期地区
代表幹事、治郎丸清志次期地区米山記念奨学会委員
長、佐藤克明倉敷ロータリークラブ直前米山記念奨学
会委員長、國安重夫倉敷ロータリークラブ米山記念奨
学会委員長、廣瀬成史地区米山記念奨学会委員の８
名が選考に当りました。面接に引き続き行われた選考
会議では、申請者の大学の県別、国籍別、就学期間
等を考慮し、１５名の学生を選考しました。
　２０１３学年度の奨学生の人数は、新規１５名、昨年
度からの継続者４名を含め、１９名となりました。新規
奨学生として選ばれた学生は、５月１２日に開催の「米
山記念奨学生オリエンテーション・歓迎会」に参加して
もらいます。世話クラブ・カウンセラー制度の下で、勉
学に励むことを期待しています。
　この度、選考委員の方々には、事前に申請者２８名
の膨大な小論文・研究計画書等を採点していただき、
当日は早朝から午後５時３０分まで、選考会に御尽力い
ただきました。心より御礼申し上げます。

２０１３学年度米山記念奨学生選考会  報告
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　今年度地区大会（倉敷市民会館）の舞台で、延原
正 PDG が、南園 RI 会長代理から“超我の奉仕賞”
を授与されました。
　この賞は、RI 関係委員会が世界中の候補者から投
票で150人を選び、表彰するというロータリアンにとっ
て最も栄誉ある賞です。
　延原 PDG がこの賞に至る奉仕の歴史は、岡山南
RC は、延原会長（1997-98）の時に会員数が150
人を超し、その後今に至る迄150人を割った事がなく、
地区内最大クラブとして活発な活動を続けています。
　当時からみると、地区会員数は25％減少、各クラブ
が会員減少に悩む中、岡山南 RC は稀有なるクラブで
あります。
　仄聞する所では、これは延原 PDG の御努力による
所が大きいといわれ、RI の方針を具現した実践的奉仕
といえるでしょう。
　2005-06年度、DG をおつとめの後、地区 R 財団
委員長、地区 WCS 委員長、地区研修リーダー、の
他、RI 関係では、地区大会会長代理、恒久基金日本
委員会委員、ポリオ撲滅、R財団学友両コーディネーター
を勤められました。
　2007年、地区の Tonga 王国環境整備支援事業で
は、首都の Kolofo Clinic 開所式に出席テープカット
をされたのに続き、同国北端の V 島に渡り、小学校を
視察、特に環境劣悪な２校の便所改修を提案、政府と
懇談の上、支援を決め、2008年再度 Tonga に渡り、
面目を一新した便所を目の辺りにし、涙を流して感謝す
る校長、大喜びの子供達に囲まれて、奉仕の喜びを実
感されたそうです。
　2010年、倉敷 RC、2690地区とNPO 健康都市

連合が手を組んだベトナム・フエ市の市場水事業環境
整備についても、2012年現地を検証されるなど、極め
て活発な国際奉仕活動を続けて居られます。
　更に社会福祉法人 旭川荘の理事として、入所して
いる乳幼児から老人まで、多様な障害をもつ人達の支
援も、永年に亘り熱心に取り組まれる等、その奉仕の
姿勢はロータリアンの範といえるでしょう。
　RI の Polio２億＄Challenge、東北大震災への R
の支援活動、そして R カードとの取組み、何れも日本
34地区中突出した実績を示されるその調整能力の高さ
には、驚嘆すべきものがあります。
　今後の御活躍を祈るや切！！です。

延原正PDGに“超我の奉仕賞”（2011-12年度）
PDG　　橋�本�　譲（倉敷RC）

中央は Tonga 王国厚生大臣

改築後のトイレ

RI2690地区が建てた Kolofo Clinic

Vavau 小学校改築前のトイレKolofo Clinic でテープカット
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  米子市中心市街地「ぱてぃお広場」の緑化推進
  ～市民とともに行う植樹～ 
  米子ロータリークラブ

  故郷再発見　～郷土の財産・海からの恵み、藻塩作り～
 
  大社ロータリークラブ

【実施場所】ぱてぃお広場（米子市）
【実 施 日】2012年7月7日
【受 益 者】地域住民および中心市街地訪問者および米子市並びに元町商店街
【支出内訳】植樹費用　300,003円
【実施内容】 今回緑化推進する場所は、中心市街地の商業エリア「元町サンロード」沿いにある「ぱてぃお広場」で

す。植樹により地域住民や訪問者が集う場所となり、環境保全への取り組みの大切さを涵養できること
を目的とした事業です。この広場の周りに14種類合計49本の樹木の植樹を行いました。

　　　　　　米子 RC 会員14名、同家族1名、地元商店街の方々8名参加し一緒に作業を行いました。
【活動模様】

【実施場所】鵜鷺コミュニティーセンター、鵜鷺海岸（出雲市）
【実 施 日】2012年7月5日
【協力団体】鵜鷺げんきな会、鵜鷺漁協
【受 益 者】出雲市内在住の小学生（荒木小学校）51名
【支出内訳】交通費　大型バス 126,000円、乗船料 24,000円
【実施内容】 限界集落と言われるが素晴らしい自然に恵まれた鵜鷺地区に住む高齢者と地元小学生の世代間の交流を

深め、自然の恩恵に感謝し、お互いに郷土愛を育み合うことを目的として2012年7月5日、地元小学生（51
名）を対象に鵜鷺コミュニティセンター、鵜鷺海岸等において「鵜鷺げんきな会」の皆様のご指導の下、
「藻塩作り」の体験学習を実施しました。また参加小学生は、その藻塩を使っておにぎり・味噌汁・野
菜スティックの調理をし、自然食品の美しさと健康への大切さを学びました。

　　　　　　 参加者を2グループに分け「藻塩づくり」「海水汲み見学、島めぐり」「鵜鷺よもやま話」の行程を22名
のロータリアンがそれぞれに役割分担し、設営準備、グループへの付き添い各セクションでの作業指導、
安全確保に努めました。

【活動模様】

作業写真

地 元 小 学 生 と 藻 塩 づ く り の 体 験 島めぐり

テレビ取材写真 顕彰プレート写真 記念写真

　ロータリー財団の新地区補助金を活用して、第2690地区の各地域で様々な地域貢献活動を行っています。
そのロータリークラブのすばらしい活動の数々を森田ガバナー月信で、ご報告いたします。

新地区補助金活動報告
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  倉敷南 RC　キッズ・サッカーフェスティバルの開催
 
  倉敷南ロータリークラブ

  『つくって遊ぶ』原っぱ塾　
  ～昔の子どもの遊びを再現し、世代間交流、国際交流を図りながら知恵と創造力を体感させる～ 
  松江東ロータリークラブ

【実施場所】水島緑地福田公園サッカー場
【実 施 日】2012年8月25日～2012年8月26日
【受 益 者】倉敷、水島地区の幼稚園・保育園児（5、6歳）160名及びその父兄
【支出内訳】 会場設営費（テントリース）5,926円、指導者謝礼（審判・指導者26人）104,000円、大会設備費（器

具レンタル費用）65,000円、パンフレット印刷費（2,000部）22,575円
【実施内容】 地区のサッカー指導者等に協力を仰ぎ、地区の園児（年長組5、6歳）の20チーム160名、兄弟、両親

祖父母あわせて500名が集まり、芝生の上でキッズサッカー教室を開くことで幼児にサッカーの楽しさ・
興味・関心を深めさせ「助け合う心、おもいやる心」を身につけるとともに、友情を大切にする健全な
心身の育成・発達を目指し開催しました。試合だけでなくボールを使ったゲーム等で幼児とともに活動
して、ロータリアンとの楽しい思い出にもなりました。

【活動模様】

【実施場所】松江市ふるさと森林公園（松江市）
【実 施 日】2012年8月19日
【協力団体】松江市教育委員会、（財）日本航空協会、隠岐いぐり凧保存会、ＮＰＯ法人もりふれ倶楽部
【受 益 者】松江市内小学生52名、島根大学留学生11名
【支出内訳】交通費大型バス2台　115,500円、参加者募集リーフレット作成費（2,000部）68,250円
【実施内容】 学校と塾通いの毎日、遊びといえばテレビ、室内ゲーム。そんな現代の子供達に何もなかった貧しい時代にあっ

ても身の回りの素材を使って手作りの道具を作り、仲間と一緒に遊んだ昔の子供達の素朴な遊びを再現し『身
近な物で遊ぶ』『自然の中で遊ぶ』楽しさ、知恵、創造力を体感させることを目的に開催しました。当日は、
総勢120名が参加し、模型飛行機チーム、凧づくりチーム、竹馬・竹とんぼづくりチームの３チームに分かれて
全員講師の指導により初体験で取組みました。その他、庭球ゴロベースボール、リムまわし、ヨーヨー、こまま
わし、めんこ、竹とんぼ、竹筒水鉄砲等、ロータリアンの指導で体験させました。のロー
タリアンがそれぞれに役割分担し、設営準備、グループへの付き添い各セクションでの
作業指導、安全確保に努めました。

【活動模様】

サ ッ カ ー 教 室 で 楽 し み ま し た

昔 の 子 ど も の 遊 び を 体 験

新地区補助金活動報告
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  教育講演会 演題『母と子に生きる力を与える』講演会の
  開催
 
  岡山北西ロータリークラブ

  地域の小・中学生の郷土学習応援プロジェクト
  ～郷土の歴史と文化に関する図書の寄贈と郷土教育授業の実施～ 
  松江ロータリークラブ

【実施場所】ホテルグランヴィア岡山
【実 施 日】2012年9月2日
【受 益 者】岡山県内の児童、生徒及びその保護者、教育関係者　約280名
【支出内訳】会場費　149,520円、配布印刷物（3,000枚）40,480円
【実施内容】 これから社会を担う子供たちが、健全な心で成長するように、生徒及び保護者、教育関係者に対して、

教育講演会を開催しました。参加者は児童・生徒、保護者及び教育関係者約280名。その内、児童養護
施設からも20名の参加をいただきました。

【活動模様】

【実施場所】松江市内の小・中学校
【実 施 日】2012年8月1日～2012年11月3日
【受 益 者】松江市内の小学校34校・中学校16校の生徒及び教員
【支出内訳】図書代 499,801円
【実施内容】 松江市内の児童・生徒が、郷土について学ぶ機会を広げるため、

市内の小・中学校49校に対して郷土関連図書を寄贈しました。ま
た、郷土学習に熱心な松江市立大野小学校をモデルケースとして、
教員及び児童の郷土学習にロータリアンと専門家が参加、協力し
ました。

【活動模様】

教 育 講 演 会 の 風 景

郷 土 の 歴 史 な ど の 学 習 風 景

新地区補助金活動報告
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  地元児童養護施設へのスナッグゴルフセットの寄贈と
  スナッグゴルフ教室の開催
 
  笠岡東ロータリークラブ

  瀬戸内学園へ空気清浄機寄贈及び地域交流事業としての
  講演会と相談会の開催
 
  倉敷東ロータリークラブ

【実施場所】児童養護施設 悲眼院、太陽の広場（笠岡市）
【実 施 日】2012年9月9日～2012年11月4日
【受 益 者】児童養護施設 悲眼院児童 70名及びその他地域スナッグゴルフ教室参加者17名
【支出内訳】スナッグゴルフ道具一式　100,002円
【実施内容】 児童養護施設 悲眼院を慰問してスナッグゴルフセットを寄贈し、スナッグゴルフ教室を開催すること

により、スナッグゴルフの普及を図り、虐待やネグレクトを経験し、大人に対して心を閉ざしている児
童に、例えば大きい子供が小さい子供をかわいがるといった本来の子供の優しさが芽生える一助になる
よう、ゲームを通じて施設の児童との交流を深めました。

【活動模様】

【実施場所】社会福祉法人 瀬戸内福祉事業会 瀬戸内学園内各所及びヘルスピア倉敷大ホール（倉敷市）
【実 施 日】2012年8月27日～2012年9月15日
【受 益 者】社）瀬戸内学園（280余名）、「成年後見制度を知ろう」講演会の参加者（100余名）
【支出内訳】加湿空気清浄機（8台）170,801円
【実施内容】 瀬戸内学園は障害者支援施設、知的障害者援護施設で現在120名の利用者がおり、ノロウイルスなどの

感染症対策が問題となっているため、必要となる空気清浄機を寄贈しました。また、障害者家族と地域
一般住民のための「成年後見制度」についての講演会および専門相談員の相談会を開催し、地域交流活
動を実施しました。

【活動模様】

ス ナ ッ グ ゴ ル フ 教 室 の 様 子

贈　　呈　　式 講　　演　　会

新地区補助金活動報告
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次　　第
《協議事項》
 １． クラブ活動・運営計画書 RI2690地区内掲載必須

項目について 
 ２． 国際大会 RI2690出席者登録料 同地区よりの助成

金について 

《報告事項》
 １． 青少年交換派遣学生について 

次　　第
  司　会：地区幹事　鴨井　恒夫

  1．開　会
  2．出席者紹介
  3．ガバナー挨拶  ガバナー　森田昭一郎
  4．地区研修リーダー挨拶
  地区研修リーダー　橋本　　譲
  5．報告事項
　    1）諮問委員会の報告

 ２．2013年度 米山記念奨学生選考について   
 ３．国際大会登録状況について 
 ４．2012-13年度WCSについて
 ５．今後の行事予定について   
 ６．クラブ・ビルダー賞について 
 ７．ロータリー世界平和フォーラム広島について 
 ８．「SAKUJI」作戦概要と進捗について 
 ９．RI2690地区各クラブ会員増強の現況について
10．2012年度地区大会報告について
11．IMの合同開催について   
12．その他 
　　・地区特別会計報告 
　　・次回諮問委員会開催案内

　    2）月信の電子化について
　    3）アワードの継続について
　    4）ＩМについて 
　    5）青少年交換派遣学生について 
　    6）米山記念奨学生について 
　    7）ポルトガル・リスボン国際大会について
　    8）ＲＹＬＡについて 
　    9）今後の行事予定について 
　  10）その他
  6．第4回ガバナー補佐会　開催日の確認
　    6月8日（土）１６:００～１７:００　　蔵Ｐｕｒａ
　　　　  　　　　１７:３０～　感謝の夕べ
  7．閉 会

日　時：2012年12月16日（日）15:45～17:00
場　所：津山国際ホテル

日　時：2013年1月19日（土）12:30～14:30
場　所：倉敷アイビースクエア　コーラルの間

第３回 ガバナー補佐会  報告

第３回 諮問委員会  報告
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第11グループ　ガバナー補佐　�村�山�洋�二
　１月２７日（日）、第１０グループ（岡山旭川ＲＣ、岡

山中央ＲＣ、岡山北ＲＣ、岡山南ＲＣ、玉野ＲＣ、牛窓

ＲＣ）と第１１グループ（岡山備南ＲＣ、岡山城ＲＣ、

岡山岡南ＲＣ、岡山丸の内ＲＣ、岡山西ＲＣ、岡山西

南ＲＣ）の2012-2013年度ＩＭが、400人近くの会員

の方々の参加によって岡山全日空ホテルで開催されまし

た。

　本年度の田中作次国際ロータリー会長および森田第

2690地区ガバナーの活動戦略である『SAKUJI 大作

戦』および『tsukusu 作戦』それぞれの肝心なところ

に『会員増強』が位置づけられていました。数は大き

な力になることは言うまでもありません。それだけでなく、

ロータリーの大切な二つの約束事も満たさなければなり

ません。一つは、四つのテスト・道徳律を確固たるも

のとするために職域を広め奉仕のパラダイムシフトを図

ることです。二つ目は、ロータリーソングを大合唱する

ことによって政治・宗教を乗り越えた格差のない社会を

創ることに奉仕します。

　メインプログラムは、特別講演とパネルディスカッショ

ンでした。特別講演では、第2660パスト・ガバナーで

ＲＩ第3ゾーンロータリー・コーディネーターの井上暎夫

氏（千里ＲＣ）をお招きして、『増強に必要なものは』

を講話していただきました。ＲＣの現況・情報にはじまり、

既存のやり方ではないＲＣの在り方、例えば時代に対応

した若い次世代ＲＣやネットＲＣ（Ｅクラブ）を工夫する

ことをご自身の経験から説かれました。また、『ロータリー

とは何か？』を奉仕、親睦、時代の変化に従って規則

変更するような多様性、高潔性、リーダーシップなど

の解釈から戦略計画を提言されました。それらの観点

は目新しいので聴衆は感銘を受けました。

　パネルディスカッションでは、テーマ『会員増強』」

に副題『ロータリークラブは若者に魅力があるか！』を

設けられ、石津日出雄（岡山中央ＲＣ）コーディネーター

の主旨説明に始まり、冨永　護（玉野ＲＣ）、大塚雅司

（岡山北ＲＣ）、黒川善和（岡山備南ＲＣ）、飛岡　宏

（岡山丸の内ＲＣ）、柳　智弘（岡山城ＲＣ）諸パネ

リストによって課題に対する見解・工夫・対策が発表さ

れました。また、フロアーから生本　覚氏（岡山南ＲＣ）

と小林和義氏（岡山西南ＲＣ）の追加発言がありディ

ベートに活気がもたらされました。

　閉会後に行われた懇親会では、ロータリークラブご

とに設けられたテーブルの枠を超えて、近隣ロータリー

アンが相互の友情と信頼の絆を深めました。

第１０・第１１グループＩＭ  報告
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地区だより（2013年1月）
新会員のご紹介

ロータリー財団への寄付

大坂芳郎
倉吉東 RC

和久本光
松江南 RC

花尾和久
岡山北 RC

川谷伸哉
米子 RC

曽田敏康
平田 RC

岩上憲昭
岡山南 RC

田内靖人
米子中央 RC

三好洋平
平田 RC

赤田明美
岡山岡南 RC

池上由美
米子南 RC

坂本一昭
倉敷南 RC

田宮大悟
米子中央 RC

梶谷伸顕
岡山西 RC

森脇　慎
岡山岡南 RC

金坂弘一
松江 RC

近藤研二
倉敷水島 RC

南葉健一
米子東 RC

幸増浩一郎
大田 RC

河本愼也
岡山岡南 RC

石塚功安
松江東 RC

赤畠勇次
美作 RC

勝部不二夫
米子 RC

髙藤祚嗣
岡山東 RC

土井豆勝磨
出雲南 RC

浅海淳一
岡山後楽園 RC

多林美智子
米子東 RC

平田　満
大田 RC

中島孝司
松江東 RC

山下正憲
津山西 RC

中村寿男
松江しんじ湖 RC

吉野夏己
岡山東 RC

渕野瑛木
笠岡東 RC

松井浩明
岡山後楽園 RC

田原茂穂
新見 RC

武用君彦
岡山中央 RC

牧野芳光
倉吉中央 RC

油谷直幸
岡山西南 RC

大橋正禎
岡山東 RC

石原一徳
出雲 RC

岩本一寿
岡山北西 RC

ポール・ハリス・フェロー

1

6

1

2

1

1

1

2

4

16

3

4

2

飯塚研二
松江南 RC

持田裕子
松江南 RC

12 6

1

桐野宏司
倉敷南 RC

尾坂明義
岡山中央 RC

森本信一
津山 RC

近藤和二
岡山西南 RC

木村　旭
岡山東 RC

竹下俊彦
岡山西南 RC

4

3

20

22

1

森山育子
出雲南 RC

福嶋啓祐
笠岡東 RC

森下和人
鳥取中央 RC

小林柾弘
新見 RC

ベネファクター

クラブ特別寄付（年次寄付）

鳥取RC　 　  1157.93ドル（ミリオンダラーミール）
平田RC　 　    370.00ドル（その他）
出雲南RC　     359.76ドル（ミリオンダラーミール）
益田RC　 　  2200.00ドル（その他）
益田西RC　   1120.00ドル（その他）
笠岡東RC　     270.73ドル（ミリオンダラーミール）
新見RC　 　    400.00ドル
玉島RC　 　    696.00ドル（その他）

メモリアル・コントリビューションへの寄付

大田RC　　
　石﨑祥子が、夫　石﨑俊朗の為
井原RC　　
　藤原豊子が、夫　藤原英之の為
笠岡東RC　
　渕野瑛木が、父　渕野俊彦の為

ポリオ・プラスへの寄付

倉敷南RC　      67.00ドル（2ドル寄付（後期））
赤磐RC　 　   780.00ドル（ロータリアン誌寄付（後期））
倉敷瀬戸内RC　 4080.00ドル（財団ＢＯＸ）
美作RC　 　  5320.00ドル
岡山中央RC　  256.10ドル（財団BOX）
岡山北RC　     11.00ドル（新入会員寄付）
岡山岡南RC　    3.00ドル（その他）

井原RC　　　  青木茂、千々木弘道、藤井弘道、藤井良昭、原浩平、池田純士、石井祐輔、金原光広、片山辰彦、川井雅樹、川井眞治、
　　　　　　　河合恭廣、北村博則、小塚一史、黒木立志、久津間茂明、宮地俊則、宮本幸枝、森本允裕、森谷彰、長尾知之、中島武司、
　　　　　　　西野昇、落合清三、小田春人、小田健司、小田皓二、岡崎道三、大西正隆、佐藤政夫、佐藤典子、佐藤利範、妹尾孝一、
　　　　　　　滝本博、田中勝人、田中弘治、妹尾喜美子、多月由佳、土肥三郎、坪井博行、塚本佳道、筒井慎一、筒井保太、柳本哲史、
　　　　　　　勇木健、今社秀男
岡山北RC　　  和氣泉
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ク ラ ブ 普 通 寄 付

倉吉中央RC  55,000円 
倉吉東RC  82,000円 
鳥取RC  186000円
鳥取中央RC  102,500円 
鳥取西RC  140,000円 
松江RC  170,000円 
松江東RC  142,500円 
松江しんじ湖RC  167,500円 
平田RC  111,000円 
出雲RC  127,500円 
出雲中央RC  115,000円 

江津RC  75,000円 
井原RC  92,000円 
笠岡RC  144,000円 
笠岡東RC  117,000円 
新見RC  46,000円 
玉島RC  72,500円 
児島RC  77,500円 
児島東RC  55,000円 
倉敷RC  222,500円 
倉敷中央RC  45,000円 
倉敷南RC  268,000円 

倉敷水島RC  69,000円 
倉敷瀬戸内RC  85,000円 
美作RC  74,000円 
津山西RC  82,500円 
備前RC  312,500円 
岡山RC  280,000円 
岡山東RC  264,000円 
岡山北西RC  100,000円 
岡山後楽園RC  137,500円 
岡山北RC  107,500円 
岡山南RC  471,000円 

玉野RC  87,500円 
牛窓RC  18,000円 
岡山備南RC  85,000円 
岡山城RC  46,000円 
岡山岡南RC  82,500円 
岡山丸の内RC  70,000円 
岡山西RC  187,500円 
岡山西南RC  145,000円 

勝部不二夫
米子 RC

下原福子
倉敷瀬戸内 RC

杵村優一郎
米子 RC

遠藤正博
出雲 RC

平木章夫
倉敷 RC

井上数馬
倉敷南 RC

吉田衛生
倉敷瀬戸内 RC

佐々木伸介
倉敷瀬戸内 RC

油谷直幸
岡山西南 RC

米　　山　　功　　労　　者

2 11 12 11 1 1 5

米山記念奨学会への寄付

クラブ特別寄付 特別寄付をいただいた方々

鳥取RC  49,600円（米山ランチ）
笠岡RC  26,640円（米山ランチ）

新見RC　　　　　 柴田卓志
岡山岡南RC　　　 荒嶋望 

年次寄付にご寄付いただいた方々

鳥取RC　　　  油野利博、安住庸雄、備本有一、藤川昭夫、藤縄匡伸、福嶋登美子、船本源司、星見清晴、今井陸雄、石丸文男、石谷暢男、
　　　　　　　甲斐英則、木井伸二、木俣信行、岸本信一、小原隆三、小谷文夫、幸田伸一、久保真人、倉下光明、松本宏思、真山得治、
　　　　　　　三浦雅博、森前茂彦、村江正名、長石肇、中村碩男、中尾喬一、中谷浩輔、野口稔浩、西田良平、能勢隆之、延原政行、
　　　　　　　岡嶋公則、大石正人、大村匡由、大西弘明、尾﨑繁、重信猛雄、嶋田耕一、四宮佑一、塩宏、城間徹、城谷和成、杉山長毅、
　　　　　　　鈴木現、高橋哲夫、高野剛、竹内ひとみ、谷口譲二、谷口麻有子、谷本光正、坪井秀明、土江征典、植木壽一、涌本祐之、
　　　　　　　山岸正明、山本康雄、矢野弘之、米原正明、吉田友和、吉岡昭義
米子東RC　　  赤木勇夫、木美俊彦、永島清孝
松江しんじ湖RC　  門脇玲子、貴谷麻以、高濱ツヤ子
江津RC　　　  山藤迪、二上忠幸、藤田武利、山崎一成、森脇祐之助、永井良三、本藤繁夫、桑原祥瑞、大源富夫、寺下衛、室谷卓治、

森口裕行、青木史郎、砂田忠、郷原大、藤代美友、木原清、髙田圭介、石橋孝義、和原勝博、和木田登、原諭、尾前豊、
佐々木啓之、柿本礼二、佐多宗、伊藤誠二、小川泰道、川西治、藤田和雄

井原RC　　　  青木茂、千々木弘道、藤井弘道、藤井良昭、原浩平、池田純士、石井祐輔、金原光広、片岡良仁、片山辰彦、川井雅樹、
　　　　　　　川井眞治、河合恭廣、北村博則、小塚一史、黒木立志、久津間茂明、宮地俊則、宮本幸枝、森本允裕、森谷彰、長尾知之、
　　　　　　　中島武司、西野昇、落合清三、小田春人、小田健司、小田皓二、岡崎道三、大西正隆、佐藤政夫、佐藤典子、佐藤利範、
　　　　　　　妹尾孝一、滝本博、田中勝人、田中弘治、妹尾喜美子、多月由佳、土肥三郎、坪井博行、塚本佳道、筒井慎一、筒井保太、
　　　　　　　柳本哲史、勇木健、今社秀男
笠岡RC　　　  赤田博文、藤井幸治、松尾明、宮島厚介、岡本章、大山桂之、塩飽繁樹、山河敏幸、山本国春、吉本仁志、吉岡大介
新見RC　　　  西村誠、柴田卓志
倉敷南RC　　 坂本一昭
岡山東RC　　  荒川謙三、藤原徹、福武義修、舟橋弘晃、日名一誠、本德義明、池田博昭、井上一、井上英雄、井上和宣、井上孝一、
　　　　　　　石原彰二、北村正発、近藤典博、三垣日出人、三好和宏、森元幹雄、村松太、西本晃、仁科恭一郎、西尾正紀、西下裕平、
　　　　　　　岡本哲、大澤俊哉、齋藤信也、斉藤良仁、齊藤博臣、佐々木篤、更井正人、佐藤英明、諸國眞太郎、砂山有生、竹本治、
　　　　　　　冨岡正機、友野昌平、内山淳、内山隆義、浮田實、和氣伸吉、渡辺学、渡邊慎一、渡邊修司、山下和也、横手典明、横山洋、
　　　　　　　土井雅人、根木克己、大森達也、菅野正則、髙山眞司、山本督憲
岡山後楽園RC　  赤畠健、赤木匠、土井基之、藤本隆志、福光富則、福島正春、居森正而、川本平山、小山幹雄、丸山夏樹、宮﨑雅史、
　　　　　　　中村善一、那須保友、髙原弘海、谷本光音、内田輝和、内山満義
岡山中央RC　 青山肇、荒木雷太、浅田祐次郎、江原芳男、井上博之、入野昭三、石津日出雄、岩城孝男、甲斐志郎、梶田良雄、河田隆介、
　　　　　　　河田佳子、川口慶行、河本範義、木口盛雄、小林敏成、小西忠孝、河野昌晴、小武守研二、眞木哲之、守谷欣明、中野和之、
　　　　　　　仁木安一、小田慈、小川昇、大田原俊輔、小野隆、太田正和、坂本素子、杉山守、田尻淳、田中秀和、田中宏一、
　　　　　　　湛増泰太郎、浦田永二、渡邉浩哉、山下龍子、横畑利行、吉田治郎、吉田守
岡山北RC　　  安部誠、馬場幸三、竹馬和彦、鴻上光宣、大塚雅司、谷本章、鳥羽弘之、山本武彦、吉次博昭
岡山南RC　　  岩上憲昭
牛窓RC　　　  阿部公明、藤井雅司、服部恒雄、一村稔、尾田稔、大島愿恭
岡山岡南RC　  荒嶋望
岡山西南RC　  安達学治、秋山裕一、浅野敏美、藤澤敏典、藤原眞人、福島孝彦、伏見正、春田明俊、長谷川雅三、廣田康孝、本徳智英、
　　　　　　　堀登詩貴、堀敬夫、井村誠、井上勲、嘉村智美、勝目秀幸、河合智哉、桔梗博充、小橋吉治、小林完治、小林和義、
　　　　　　　小林孝一郎、古南倫子、小山敏章、熊谷泰美、黒岩晃一、楠本俊憲、桑原洋、松原龍之、松下典裕、三村元博、本山康代、
　　　　　　　森英文、村上伯夫、仲村巧、野口治代、岡本匡史、小野稔、大西哲夫、太田英利、大内皓雄、尾坂功、坂本裕平、佐藤弘一、
　　　　　　　佐藤能之、椎原裕二、末吉周平、角南義文、田口一子、田中英樹、内山一三、上田泰輔、和田治郎、安永幸賢

岡山西南RC　　　 安達學、勝目秀幸



表紙説明　　藤島武二　（1867～1943）　≪耕到天≫　1938年　油彩・画布　91×97.5㎝
　中国人が、平地の狭さゆえ高く山上まで耕して畑にする日本の風景を見
て、その国土の貧しさを指摘したことを受け、逆にその風景を日本人の勤勉
さの証として主題にしたと伝えられる。
　山上にいたるまで耕土や緑や鶯色の耕作地がパッチワークのように構
成され、山里に今が盛りと咲き誇る桃色の花が画面にアクセントを添えてい

る。山塊のボリュームを損なうことなく近景から遠景を破綻なく連続させる
が、説明的な描写に堕さず大胆に単純化させられた画面は、藤島のみなら
ず近代日本洋画を代表する一作と高い評価を受ける。
　藤島は、1896（明治 29） 年に開設された時から、長らく東京美術学校
洋画科の教員をつとめ、児島虎次郎も生涯その存在と頼りにした。
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－家庭人として  社会人として  日本人として－

クラブ名 Make-up 後 
出席率（％）

ホームクラブ 
出席率（％）例会数

会　　員　　数
７月１日 1月末 内女性会員 増減

第
１
グ
ル
ー
プ

智 頭 81.82 63.64 4 12 11 0 -1
倉 吉 97.41 80.60 4 56 58 3 2
倉 吉 中 央 80.68 68.18 4 22 22 2 0
倉 吉 東 88.64 58.14 4 41 42 2 1
鳥 取 100.00 75.65 4 56 62 3 6
鳥 取 中 央 83.74 81.30 3 41 41 0 0
鳥 取 北 83.42 79.90 4 52 51 6 -1
鳥 取 西 77.38 72.02 3 54 55 0 1
　計　　（８） 86.64 72.43 334 342 16 8

第
２
グ
ル
ー
プ

境 港 77.78 66.67 4 41 45 0 4
米 子 76.44 61.23 3 60 66 2 6
米 子 中 央 88.57 86.43 4 33 35 2 2
米 子 東 78.76 67.46 4 83 85 6 2
米 子 南 94.00 68.67 3 50 52 3 2
　計　　（５） 83.11 70.09 267 283 13 16

第
３
グ
ル
ー
プ

松 江 91.35 65.65 4 66 69 0 3
松 江 東 92.04 79.20 4 57 59 0 2
松 江 南 85.87 76.09 3 63 66 4 3
松江しんじ湖 88.76 71.91 4 66 67 11 1
隠 岐 西 郷 89.58 70.83 4 26 25 0 -1
　計　　（５） 89.52 72.74 278 286 15 8

第
４
グ
ル
ー
プ

平 田 89.09 84.55 3 36 40 2 4
出 雲 71.08 68.63 4 48 51 1 3
出 雲 中 央 79.71 72.46 3 47 46 3 -1
出 雲 南 97.18 79.66 3 59 59 7 0
大 社 79.38 70.00 4 42 48 2 6
　計　　（５） 83.29 75.06 232 244 15 12

第
５
グ
ル
ー
プ

江 津 75.83 72.50 4 29 30 0 1
浜 田 90.69 78.82 4 56 54 1 -2
益 田 95.45 80.30 3 22 22 2 0
益 田 西 88.39 72.32 4 27 28 2 1
大 田 95.51 86.05 4 23 24 3 1
　計　　（５） 89.17 78.00 157 158 8 1

第
６
グ
ル
ー
プ

井 原 75.89 68.07 4 47 46 4 -1
笠 岡 92.50 90.00 4 51 48 0 -3
笠 岡 東 88.89 87.18 3 40 39 1 -1
新 見 78.26 75.00 4 23 23 1 0
総 社 75.17 70.14 4 38 39 7 1
総社吉備路 77.35 83.80 4 31 33 2 2
高 梁 83.33 73.26 4 45 45 3 0
玉 島 84.31 83.42 4 30 29 1 -1
　計　　（８） 81.96 78.86 305 302 19 -3

クラブ名 Make-up 後 
出席率（％）

ホームクラブ 
出席率（％）例会数

会　　員　　数
７月１日 1月末 内女性会員 増減

第
７
グ
ル
ー
プ

児 島 81.15 70.49 4 31 31 0 0
児 島 東 92.42 87.88 3 22 22 0 0
倉 敷 97.95 85.63 4 82 88 0 6
倉 敷 中 央 74.07 74.07 3 17 18 3 1
倉 敷 東 96.25 83.75 2 41 40 4 -1
倉 敷 南 87.75 61.66 3 65 68 5 3
倉 敷 水 島 83.75 70.00 4 27 24 0 -3
倉敷瀬戸内 91.17 74.29 4 34 34 3 0
　計　　（８） 88.06 75.97 319 325 15 6

第
８
グ
ル
ー
プ

真 庭 82.91 75.12 4 34 33 0 -1
美 作 84.62 83.22 4 36 38 1 2
津 山 70.11 66.67 3 88 89 3 1
津 山 中 央 75.36 75.36 3 26 26 3 0
津 山 西 79.79 79.79 3 32 34 4 2
　計　　（５） 78.56 76.03 216 220 11 4

第
９
グ
ル
ー
プ

赤 磐 77.50 66.67 4 21 20 0 -1
備 前 68.82 62.13 3 62 62 7 0
岡 山 93.03 71.91 4 109 112 0 3
岡 山 東 95.07 84.82 4 85 88 0 3
岡 山 北 西 95.95 80.14 3 50 50 3 0
岡山後楽園 85.91 71.36 4 54 55 0 1
　計　　（６） 86.05 72.84 381 387 10 6

第
10
グ
ル
ー
プ

岡 山 旭 川 91.35 77.89 4 28 27 1 -1
岡 山 中 央 90.27 72.63 3 43 41 2 -2
岡 山 北 93.14 73.56 4 43 44 0 1
岡 山 南 89.13 72.18 4 157 158 15 1
玉 野 87.62 72.38 3 34 35 0 1
牛 窓 83.33 83.33 2 7 6 0 -1
　計　　（６） 89.14 75.33 312 311 18 -1

第
11
グ
ル
ー
プ

岡 山 備 南 90.24 80.67 4 34 34 3 0
岡 山 城 97.10 87.88 3 26 23 1 -3
岡 山 岡 南 90.38 80.77 3 29 36 5 7
岡山丸の内 91.24 68.38 4 33 35 2 2
岡 山 西 92.07 76.64 3 77 75 7 -2
岡 山 西 南 94.19 79.17 3 57 58 4 1
　計　　（６） 92.54 78.92 256 261 22 5
地
区
ク
ラ
ブ
内
の
状
況

クラブ数 67RC
７月１日現在会員数 ３，０５７名
1月末日会員数 ３，１１９名
内　女性会員数 １６2名
純増 ６２名
1月出席率 　Make-up 後 86.19%

　ホームクラブ 75.11%

出 席 報 告　（2013年1月）


